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須磨史跡めぐりと、落語鑑賞 

現光寺（松尾芭蕉の句碑） 須磨寺源平の庭 
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（日時）令和2年10月27日（火） 

（Aコース）JR須磨駅集合 9：30  

（Bコース）須磨寺青葉殿集合 13：00  

A,Bコースの合計の参加者は140名。 

「須磨史跡めぐりと、落語鑑賞」が同窓会主催

によりAのフルコース、Bの落語鑑賞コースに分

けて行われました。今年はコロナ禍により同窓会

総会も書面表決で行われ、恒例の秋のバス旅行も

中止になりました。 

 この日は、そんなコロナ禍の自粛生活の鬱積を

晴らそうと「須磨史跡めぐり」には絶好の秋晴れ

のもと、総歩行距離約4キロメートルの健脚に自

信のある参加者がJR須磨駅に集まりました。 

須磨駅を1班から3班に分かれて出発。1班のガ

イド役は長井良孝（国10）さん、2班は北野利男

（生12）さん、3班は蛭田武（国24）さんです。 

最初に訪れたのは「関守稲荷神社への道標」で、

今日は行きませんが、神社には「淡路島 かよふ

千鳥の 鳴く声に いく夜寝覚めぬ 須磨の関

守」の歌碑があります、などの説明がありまし

た。それから訪れた「村上帝社」は琵琶の名人藤

原師長と村上天皇の伝説にまつわる所です。そし

て次に、源氏物語の主人公光源氏の住居跡と言わ

れる現光寺を訪ねました。次に、菅原道真が九州

太宰府に左遷された際、風浪を避けて一時上陸し

たとされる綱敷天満宮に向かい、ここまで歩いた

距離は約1.4キロメートルです。秋晴れのもと気

持ちの良い汗をかき、健康寿命をさらに延ばした

感じがしました。 

トイレ休憩のあと、智慧の道（須磨寺参道）を通

り大本山須磨寺まで900メートルを歩きました。

正覚院でお参りをして仁王門をくぐり、貞照寺、

そして平家物語で有名な史話が伝わる、平敦盛と

源氏の熊谷直実の一騎打ちを再現した源平の庭を

見て歴史にロマンを感じました。次に須磨寺本堂

へ向かい午前の須磨史跡めぐりは無事終えまし

た。3名のガイドさんには史跡の有益なお話を聞

かせて頂き有り難うございました。 

 寿楼で昼食を済ませ、午後はBコースの落語鑑

賞です。会場の青葉殿に向かいました。開演前に

清水勇夫同総会会長の挨拶があり「同窓会活動で

益々お互いの親睦を深め、また母校との連携も深

めたいと思います。皆様の今後のご協力とご支援

をぜひお願いします。今日のこの会場はKSC同窓

会の貸し切りです。最後までどうぞ楽しんでいっ

て下さい。」との事でした。 

この日の出演者は、桂梅團治師匠、笑福亭鶴二師

匠、桂小梅さん、笑福亭呂翔さんの4名でした。  

参加者された皆様、今日一日本当に御苦労様でし

た。 

        （健福19期 中部 周二） 

 

 

 

 

どうでもよくない皆様へ 

こんにちは！ 

テレビ番組も目新しいものはなく、マンネリにな

っていますが、「ポツンと一軒家」が高視聴率で、マ

ネして全国を紹介する旅番組が多くなっています。そ

ういった旅番組のタレント、いわゆる“旅タレ”も定

着してきました。ただゴマカシも多くなっています。

この前も、旅タレが町を散策して「あー、腹へった、

どの店に入ろうかなー！」と食事をする店を探して

「あー、この店がいい！」と地元名物料理店に入って

いきました。そして店の人と話したり、料理を食べた

りしています。当然同時に撮影、照明、音声などのス

タッフ、プロデューサーなど、少なくとも５～６人が

道具を持って店の中に入っていることでしょう。客は

ひとりもおらず、調理場の料理を作るところなども撮

影しています。これが本当に突然店に入っての行為だ

ったら店の人はびっくりし、迷惑だし、商売になりま

せん。当然、事前に店側とプロデューサーが綿密な打

ち合わせを行っているのは明白です。ぶらりと入るよ

うに見せかけ、なにが「どの店に入ろうかなー！」だ。

また他の番組で、地方の山の小さな洞窟での映写、旅

タレが洞窟に入る際、「今まで誰も入ったことがない

洞窟です。まさにこの、この足が人類最初に入る一歩

です」と、自分の足をたたいていました。なにを言っ

てるんだ、旅タレが入る姿を正面から映しているカメ

ラマンが先に入っているじゃーねーか。このバカタレ

が！ 

（生環21期  岩波 義孝） 

須磨史跡めぐりと、落語鑑賞 

綱敷天満宮をめぐる参加者 

《どうでもいい話》  岩波より 


